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　　　　　　　　 は じめ に

　現在 は史上 空前の 高齢化社会 を迎 え、社会保障

の 問題 な ど の 絡み で 、 高騰 した医療費削減の 声が

高 ま り続けて い る 。

　
一

方 、 そ れ に対応 して 、様 々 な メ デ ィ ア が 運動

の 健康面 に対 する利点を広めて い る。

　そ の た め
一

部の 医療機関 に お い て 、時折 「運動

を しな さい 」 と運動処方的な指導を受ける場合が

ある 。

　 しか し 、 医療機 関に お い て 具体的 な方法を提示

され る こ とは少な く、い わ ゆ る 「適度 な運動」 と

い うもの をすすめ られ る こ とが 多い
。 そ の た め具

体的な方法や 負荷 を知 らない まま 「運動」 とい う

もの を行 っ て し ま い 、様々 な弊害 を生 む こ とが あ

る。

　運動 を行 う上 で 、運動 に よ る弊害を起 こ さず、

安全 に 運 動を実践、継続す る た め に評価 とい うも

の が必要 とな っ て くる 。

　評価 の 内容 も多岐にわた り、行お うと して い る

運動や環境に よ っ て様々 な評価法が用 い られ て い

る 。 そ の 中で 最 も よ く行わ れ て い る と思 わ れ る 筋

力評価 に つ い て記 述 す る。

　　　　　　 1．筋力 評価 の実際

1．筋力評価の 対象とな る身体の 箇所

　上肢で 筋力評価 の 対象と な る箇所 は、末端部か

ら手指 の ピ ン チ カ 、 握力 、 手関節 の 伸展 ・屈曲力、

前腕 の 回内 ・
回外力 、肘関節 の 伸 展 ・屈 曲、肩関

節伸展 ・屈 曲、肩関 節内転 ・外転 、肩 関節内旋 ・

外旋な ど 、 日常生 活や 身体活動で 使用 され る動 き

で ある （表 1）。

表 1　 筋力評価の 対象とな る主 な動作

上肢 ：

体幹 ：

下肢 ：

手指 の ピ ン チカ （指 で もの をつ まむ）

握力 （手で もの をつ かむ〉

手関節伸展 ・屈曲力

前腕呵外 ・
回内力

肘関節伸展 ・
屈 曲力

肩関節伸展 ・屈 曲力

肩関節内転 ・外転力

肩関節内旋 ・外旋力

背筋力 （体幹伸展 力）

腹筋力 （体幹屈 曲力）

体幹の 捻転力 （体幹をひ ね る）

股関節伸展
・
屈 曲力

股 関節内転
・外転力

股関節内旋 ・外旋力

膝関節伸展 ・屈曲力

足関節底屈 ・背屈 力
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　体幹にお ける筋力評価 は背筋力が文部科学省の

ス ポ
ー

ツ テ ス トの
・一

項 Eiと して 行 われ て い る 。 腹

筋力 も脊柱機 能検査 の 一
部 と して 用 い られ て い

る 。

　下肢 筋力 は立 ち上 が り動作、歩行、及び 階段昇

降な どの 基 本的あ る い は応用的 日常生 活動作 に直

接影響 して くる 。

　下肢筋力 の評価 は単閧節運動 を基 に した 股関節

の 伸展 ・屈 曲 ・内外転 ・内外旋な ど、膝関節で は

伸展 ・屈 曲 、 足関節で は底屈 ・背屈 な どが行 われ 、

複合 関節運 動で は脚全 体 の 伸展 運動 な どが 用 い ら

れ る 。

表 2　徒手筋力検査法の 段階づ け

「

D43

ワ〕

10

正常 （NormaD

優　（Good）

良 （Fair）
10
∫　（Poor）

不可 （Trace）
ゼ ロ 　（Zero）

2．現場での筋力評価の 方法

　運動指導や リハ ビ リ テ
ーシ ョ ン の 現場で 、対象

者の 基本的情報 を得た り、経時的評価 や効果判定

な どの
一

つ と して 筋力の 評価が用 い られる こ とが

ある 。

　筋力評価 は関節可 動域 や 、日常生 活動作 な どの

各種テ ス トと同様に臨床的に用 い られ て い る評価

項 目 で もあ る 。

　筋力評価 を行 う臨床的意義は病体 の 把握、治療

プ ロ グラ ム の 作成 、治療効果の 判定 、ゴ ール設定

な どを行 う際の 判 断材料 の
一

つ とする こ とで ある

ユ〕 z／ 3）
o

　 また一方 で 、筋電図な どの 検査前 に電極 を貼 る

際、被検 筋を選択 した り、神経筋疾患の 鑑別診断、

脊髄損傷の レ ベ ル 診断 に も用 い られる こ と もある

1｝ 2） 3〕
。

　筋力 の 評 価に用 い られ る方法 と して は 、徒手的

に行 われ る もの と、機器 を利用 して 行 われ る もの

が ある 。

1）徒手筋力検査法 （Manual　Muscle 　Testing ：

　 MMT ）

　筋力を評価する簡便な方法として 臨床的に 広 く

用 い られ て い る方法 の
一

つ に 、Lovett　 RW と

Wright　W に よ っ て創案 され 、　 Danielsに よ っ て

広 め られ た 徒手 筋 力検 査法 （ManuaL 　Muscle

Testing ：MMT ＞が あ る
1｝　2）　3♪

。

　こ の 方法 は 測定者が被検者 の 測 定部位 に手を添

え、重力または被検者の 手の抵抗 に うち勝 っ てそ

の 部位 を関節可動域全体 に わ た っ て動 か せ る か ど

うか 、 また は測定部位 の 筋を触診 し 、 筋の 収縮が

起 こ っ て い るか どうか を評価す る もの で あ る 。

　評価 の段 階は正常 （Normal ）、優 （Good）、良

（Fair）、可 （PoQr）、不可 （Trace）、ゼ ロ （Zero）

の 6 段階に分 け られ て い る （表 2 ）。

　 しか し、徒手筋力検査法に は ご まか し動作 と呼

ばれ る トリ ッ ク モ
ー

シ ョ ン （また は トリ ッ ク ム
ー

ブ メ ン ト）の 見極め な ど主観的、技術 的 な要素 も

含 まれ る た め、よ り精度や 信頼性の 高 い 評価結果

を得 る ため に、機器 を用 い た筋力測 定法 も発達 し

て きた 。

2 ）機器 を用 い た筋力評価

　（1） 把持式徒手筋力測定装置

　ア ）概要

　把持式徒手筋力測定装 置 とは 、 圧 力セ ン サ
ー

が

組み 込まれ た パ ッ ドが つ い た本体に 、検者が保持

す る た め の グ リ ッ プが つ けられた コ ン パ ク トな機

器 （図 1 ）で あ る 。
こ の 機器で は主 に 等尺性筋力

（ア イ ソ メ トリ クス ）の 測定に用 い られ る。携帯

性 に 優れ 、 測定場所 をあま り選ばな い と い う利点

があ る 。

　 イ）測定方法

　 把持 式徒 手筋 力測定 装置 を用 い た 測定 で は 、

make 　testと break　testと い う 2 種類 の 方法が 良

く用 い られ る。

　 make 　testは 検者が測定器 を把持 して 動 かない

よ うに 固定 して お き、被検者 に 測定器の パ ッ ド部

分 を最大努力で押 すよ うに命 じる方法で あ る 。
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図 1　 把持式筋力測定装置の一
例

　break　testは被検者 に
一

定の 肢位 を保持 させ 、

検者が測定器 を押 し当て て被検者 の 最 大努力に打

ち勝 っ て肢位保持が で きな くなる と きの 測定値を

記録す る 方法 で あ る 。

　 両者 を 比 較す る と、make 　test の 方が break

testに比 べ 測定の 信頼性が高 い とい われ て い る
3〕4 ♪

5〕
。

　実際 の 測定にあ た っ て は、事故 防止 の 観点か ら

ウ ォ
ーム ア ッ プ と して の 最大下運 動 を行 わせ た後

で 、最大努力を行わ せ る よ うにす る 。

　 1 回の 測定時間は 3 〜 5 秒間 と し、そ の 間 の 最

大値、または平均値 を利用する こ とが多い 。

徒手筋力測定で は、様 々 な要因が測定値 に加 わ る

ため、正常値 を設定する こ とが 困難 と され て い る 。

こ の 点 を解決するた め に測定条件 な ど の 結果に 影

響 を及 ぼ す と考えられ る要 因 を標準化 して 、 参考

値 とい う形で 利用さ れ て い る 。

　〔2） アイソキ ネテ ィ ッ クマ シ ン （等速性筋力測

　　定装 置）

　ア ）概 要

アイ ソ キ ネテ ィ ッ ク マ シ ン とは、油圧 装置や サー

ボ モ ータ ー （電磁石 な ど を用 い た動作 ス ピー
ドを

コ ン トロ
ー

ル で き る モ ーター） を組み 込み 、関節

運動が
一定の 角速度で行 える ように制御 で き る装

置 （図 2 ）で 、筋力の 測定だ けで な く、筋力強化

に も用 い られ る 。

図 2　等速性筋力測定装置の
一

例 （BIODEX社製BIODEX）

　 コ ン ピ ュ
ータ に よ る 制御 を行 うこ とで 多種類の

運動 モ
ー

ドが設 定で き、求心性筋収縮だ け で な く

遠心性筋収縮の 測定が可 能であ り 、 さ ら に等速性

運動だ けで は な く、 等尺性運動や等張性運動 の 測

定 も可 能 とな っ て い る 機種 も近年用 い られ て い

る。

　 しか し、こ の 測定 を行 う機器は高価 で あ り、大

学や 研究機関、医療機関 な どの 特殊な場所で しか

測定が で きな い とい う欠点 もある 。

　我々 が所属する 埼玉 リハ で も等速性筋力測定装

置 を用 い た 筋力評価 を行 っ て い る （図 3 ， 4 ）。

塚越 らは 脳血管障害片 麻痺者に つ い て 施設 入所 者

へ の 下肢筋力測定を行 い 、評価方法に つ い て検討

し、訓 練 の 中で 下肢筋力 トレ ーニ ン グ の 評 価 とし
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図 3　 片麻痺者の 筋力測定 の 様子

図 4　車い す テ ニ ス プ レ ーヤ ーの 筋力測定 の 様子

て用 い て い る
9）　］O）　11）

D

　著者 らも脊髄損傷車 い すテ ニ ス プ レ ーヤ
ー

の 強

化 プ ロ ジ ェ ク トの 中で 上肢 （主に 肩関節、肘関節）

の 測定を行 っ て い る
朋 3n4 蘭

。

　イ ）測 定方法

　等速性筋力の 測定で は、測 定条件を一定 にす る

た め に、被検者 に正確 な姿勢 ・肢位 を保持 させ る

こ とが 重要 となる 。

　 こ の 装 置に お い て 最 も多 く測 定 され て い る膝関

節の 伸展 ・屈 曲を例 に挙 げる と、被検者 を機器 に

付属 して い る座席 に座 らせ 、体幹お よび大腿 部 を

ス ト ラ ッ プ で 固定 す る 。 測定 す る関節 の 運動軸

（こ の 場合膝関節 の 運 動軸）を機器 の ダ イナ モ の

回転軸 を
一

致 させ
、 機器 の レ バ ー

ア
ーム と呼ばれ

る デ バ イ ス （また は ア タ ッ チ メ ン ト）を下腿 の 長

軸 に合わ せ ス トラ ッ プな ど で 固定する。

　 こ の よ うな準備の 後、デ バ イス を含 め た測定肢

の 重力補 正 （重力の 影響 を除 くこ と） を行 い 測定

開始 とな る 、

　測 定 の 際設 定 さ れ る角 速度や 動作 の 反復 回数

は 、目的 に応 じて 決め られ る 。

　ウ）評価 に用 い られ るパ ラメ
ー

タ
ー

　等速性筋力 の 測定 の 際、よ く用 い られ る パ ラ メ

ー
タ
ー

と して は、ピー
ク トル ク 、仕事量、筋 パ ワ

ー、特定角度で の トル ク 、疲労指数な どが ある 。

　（1）ピーク トル ク

　 ピー
ク トル クはパ ラ メ

ー
タ
ー

の 中で最 もよ く用

い られ る 、等速度運動の 中で 発揮 さ れ た最 も高 い

トル ク値 の こ とで あ る 。

　動作 を反復 した 中で 、最 も高い 値を採用 す る 。

単位 は ニ ュ
ー

トン メ ー
タ
ー

（Nm ）で 表 され る こ

とが多 い が、
一

部 で フ ィ
ー

トポ ン ド （ft−lb）を使

用する場合 もある。

　 リハ ビ リテ
ーシ ョ ン の 評価で は 各回 の 動作 にお

け る ピーク トル ク の 平均 ト ル ク （mean 　torque ）

を用 い る こ ともあ る 。

　 また 、他者 と比 較する場合 に は ピー
ク トル クを

体重 で 除 した もの （体重あ た りの ピ ーク トル ク ）

を用 い る 。

　（2） 仕事量

　等速性筋力測定 に お ける仕事量 とは、測定の 際

発揮 した トル ク をグ ラ フ に表 した場合 の トル ク 曲

線 と基線で囲 まれ た部分の 面積で 表 され る 。

こ の うち測定で 行 っ た運動の 合計 を総仕事量 、 各

回の うち で 最 も高 い 値 の 仕事量 をピー
ク仕事量 と

呼ばれ る 。 単位 は ジ ュ
ール （J）で 表 され る 。

　（3）　筋パ ワ
ー

　測 定で 算出 した仕事量 を、行 っ た運動時間で 割

っ た値が 筋パ ワ ーと呼ばれ る 。

　単位は ワ ッ ト （W ＝J／ s ）で 表され る。

（13）73

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Society of Rehabilitation Sport

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　of 　Rehabilitation 　Sport

硴 田

表 3　 黄川 に よ る W 副 の 評価基準

39点未満　歩行 時 に脚に しっ か り荷重 で きず、杖や松 葉杖 の 支え を必要とする

40点　閾値 ：平地歩行 の 閾値

40〜59点　平地を歩 くの に 不安は ない が、平地 で な い 条件 （階段、路面段差、不整地）で は 移動 に不安が あ る 。

60点　閾値 ： 目常生活動作の 閾値

60〜79点 日常生活 で は 支障 を 感 じな い 。ただ し、通 勤、通学 、就 労、学業、また は家庭外で の 活動で 易疲労

感が ある 。

80点　閾値 ：レ ク リエ ーシ ョ ン ス ポ ー
ツ 活動 の 閾値

80〜99点 H常生活 に問題 は な く、日常生活を越 え た社会活動 に 参加 で きる 、

行動結果 と して 疲労 を 感 じる が、翌 日 の 活動に は支障が な い
。

100点　閾値 ；地球 の 重力 を 克服 して 生活す るための 基礎的体力

100〜119点 日常 の あ らゆる活動に積極的に参加する こ とが で きる 。 しか もそれ らの 行動に見合う疲労感が あ り、

活動 に伴う喜怒哀楽を甘受する余裕があ る。

120点　閾値 ：日常生活行動体力が 十 二 分 に あ る 運動能力閾値
120〜129点 日常に起こ りうる す べ て の 行動 に対 して 疲労を感 じず 、 体力的に さ らに 余裕があ る。以前は無理 と

感 じて い た条件の行動を し て も風邪を引かな くな っ た 。

130点以 上 　閾値 ：競技 ス ポ
ー

ツ で の障害に対する安全 閾値

130点以上 130点以 上 　ス ポ ー
ッ を 始 め る前に特に ウ ォ

ーム ア ッ プを必要 と しな い
。 ス ポ

ー
ッ の後 に筋肉疲労が

残 ら な い 。 朝 の 目覚め で また ス ポー
ツ をする喜び が生 じる。

　〔4） 特定角度で の トル ク

　運動 中に最大 トル ク を発揮す る角度以外 に 、 筋

力 を発揮 して い る 筋の 働 きを確認す る た め に特定

の 角度 の トル ク を算出 し、評価 に用 い る こ と が あ

る 。

　例 えば、膝手術後の 膝伸展最終域近辺 にお ける

内側広 筋斜線維 （VMO ）の 働 きの 確認 な どの 場

合で あ る 。

表 4 　等尺性最大筋力を基準とした筋出 力坦山本ら，1990）

Cybexll角速度 筋出力比

0
°

／秒 1．00
3ぴ ／秒

60
°

〆秒

120
°

／秒

18ぴ ／秒

240
°

／秒

300
°

／秒

0．84± 0．09

0．80± 0．08

0．64± 0．07

0．53± 0．08

0．46±0．08

0．34± 0．08

　（5）　疲労手旨数

　筋力発揮 におけ る持久力評価 に は い ろ い ろ な方

法が あるが 、 あ まり標準化 され て い な い
。

　20 〜50 回最 大筋収縮 を反復 さ せ 、最初 の 3 〜

5 回と最後の 3 〜 5 回の 低下率を算出 する方法 な

どが よ く行わ れ て い る よ うで ある 。

　機器 を用い た筋力測定に お い て は、適切なプ ロ

トコ
ー

ル に沿 っ て 測定が行 われ れ ば、信頼性 の 高

い 結果が得 られ 、 適正 な評価 を行 うこ とが可能で

ある 。

　特 に頻繁に 行わ れ て い る 膝関節 の 測 定に お い て

は 、黄川 ら
O　 s）

が 報告 して い る 大腿 四頭 筋の 筋力

を体重支持指数で表 した WBI （Weight　Bear　Index＞

に よる評価法が よ く用 い られ て い る （表 3 ）。

　こ の 方法は 活動時の 体重 支持 に おける大腿 四頭

筋の 重要性に 着 目 した方 法で 、 下肢の 筋力評価法

とし て信頼度 も高 い
。

　こ の 評価法で は正常歩行 を行 うに は 膝関節伸展

力が体 重の 40 ％以上必要 と され て い る 。また ジ

ョ ギ ン グ程度 の 運動 で は体重の 60 ％ 、 ジ ャ ン プ

や ダ ッ シ ュ 、タ
ー

ン な ど を含む 激 しい 運動で は体

重 の 90％以上 の WBI が必要 と されて い る 。

　WBI の 算出方 法 に つ い て は専用 の 機器 を用 い

る と簡単 に 測 定で き る が 、等速性 筋力か ら等尺性

筋力 へ の 推定換算方法 は 山本 ら
’fi）　L7 ）

が表 4 の よ
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WBI ＝

推定等尺性最大筋力1重 力加速度 （9．8）／体重 （kg）／測定デ バ イ ス の ア
ー

ム 長 （m ）

図 5　等速性筋力 か らWBI の 推定式

うに報告 して い る 。 その 値 を用 い 、その被検者の

体重、測定 に 用 い た デ バ イ ス の ア
ー

ム 長、重力加

速度か ら計算して WBI 値を推定 して い る （図 5）。

　また岩橋 ら
20 ♪

は脳血管障害片麻痺患者 に対 し、

移動能力 と WBI の 検討 を行 い 、車椅子使 用群 と

自立歩行群 に有意差が認め られ、移動能力の 指標

とな りうる と して い る 。

1 ．現場で簡単に 行 える機器 を用い ない 筋力

　　の 評価法 （下 肢の 場合）

　前 項で 述 べ た WBI （体重支持指数）に よる 下

肢筋力評価 にお い て 、WB 工を算 出する に は専用

の 測定機器が必要 とな るため 、経済的な問題 や測

定器具 の 使 用場 所 な ど い ろ い ろ な制約が で て く

る 。 また多集団の測定を行 う場合 は測定にかか る

時間 的な問題 も発生 す る 。

　 こ れ らの 問題に対 して 、山本 らは数種類の 高 さ

の 異な る台 （図 6）を用 い た立 ち上 が りテ ス トを

考案 し て い る
6）18 ］

。

　 こ の 方法は台 に 座 っ た状態か ら立 ち上が る こ と

がで きるか否か をみ る簡便な テ ス トで ある 。
パ フ

オ
ー

マ ン ス の グ レー ド分 け （段 階評価）は 「台 の

高さ」 と 「両脚か片脚か」の 条件の 組み合 わせ で

ラ ン ク付 けす る 。

　 「台 の 高 さ」 に は 40cm 、30cm 、20cm、10cm

と い う4 種類 の 高さ が あ り、そ れ らの 台 に腰掛け

た 姿 勢 か ら、両脚 で の 立 ち 上 が り （both　leg

standing ：BLS ）ま たは片 脚 立ち上 が り （single

leg　standing ：SLS）を行 い 、判定 を行 う。

　測定を行 う際 に は 各台 に腰掛 け、足 の 踵部分 を

台の 端 に 接触 させ 、 下 腿 が床面 と 70
°

程度 に な

る ように座 面位置 を調 整 し、両手 を胸の 前 で 組ん

で 固定し、体幹 は あ らか じ め 軽度前屈位 に保持す

る。こ れが開始姿勢 となる （図 7）。

図 6　 立ち上 が り練習用腰掛 け

（ 趨欝庶ち鳶が tj｝

《 緯榔立 ちよ拶 夢 冫

ゆ

→

凹

凹

図 7　立 ち上 が りテ ス トにお け る 開始肢位 〔左〉と

　　 終了肢位 （右）　　 （山本、村永ら，2001 ）

　立 ち上 が り動作 を行 う際に は 、可 能な限 り反動

を使 わ な い ように して 、立脚側 膝が 内外側へ 偏位

しな い ように指示 する。また片脚で 行 う場合は非

測定脚 の 膝 を伸展 さ せ 、床 に接触 しな い ように指

示す る 。

　各高 さの 台で の 試行 は 2 回まで とし、立 ち上が

（15）75

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Society of Rehabilitation Sport

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　of 　Rehabilitation 　Sport

硴 田

表 5　立 ち上 が リ テ ス ト成績と体重支持指数 （WBI ）の 関係 （山本ら ， 2002 ）

台 の 高 さ （cm ） 片脚立 ち上 が り （SLS ） 両脚立 ち上が り （BLS ）

00004321 0．600

．700

．901

．00

0．300

．350

．450

．se

立 ち上 が りテ ス ト WBI

片脚 10cm
競技

ス ポー
ツ 1．00

片脚 20Cln ジ ヤ ン プ 0．90

片脚 30cm ラ ン ニ ン グ 0．70

片脚 40cm ジ ョ ギ ン グ 0．60

両脚 20crn 歩行 0．45

而脚 40crn 歩行障害 0．30

（↑ス ポーツ レベ ル ）

図 8　立ち上 が り 能力 に よ る 下肢筋 力 評価 か らみ た リハ プ ロ グラ ム の た め の ガ イ ドラ イ ン （山本 ら， 2002 ）

りの 終了肢位 に て 、バ ラ ン ス を崩 さず 3 秒程度保

持で きた場合 を 「可能」 と判定する 。

　 最 初 に 40Cm の 台で の 両脚 立 ち上 が りを行 わ

せ 、次 に左 右の 片脚立 ち上が りを実施 し、片 脚立

ち上 が りの 動作不可能な場合 に は、両 脚 立ち上 が

りの 動作可能な高 さま で 下げて い く。

　各高 さ の 台の 間は 約 1分 間の 休息 を取る ように

する 。

　 こ の テ ス トの 結果 と WBI と の 関係 を表 した も

の が表 5 と図 8 で ある 。

　 こ の 立 ち上 が りテ ス トに お ける 利点 とし て は 、

1 ）安価で ある。 2 ）台 を持 ち運ぶ だ けで 利便性

が 高 い
。 3 ）測定結果 に つ い て 数字で の 説明で は

な く、自分 が そ の行動が で きた か ど うか で 納得が

しやす い 。 4 ）最大筋力測定 に伴 うifi］圧 上昇 の リ

ス ク が 少ない 。 強 い て い えば立 ち上 が り時の 転倒

へ の 注意が必要な程度 。 な ど が あげられ る 。

　
一方、開題 点 と して は、 1 ）被検者 の 身長 （特

に 下腿長）の 違 い に よる影響 。 2 ）台が 低 くなる

に つ れ て 下肢 の 関節角度が大 き くな る た め 、筋力

の 発揮 が関節疾患 な ど関節 の 状態 に左右さ れ る 可

能性が あ る 。 な どが あげられ る 。

　ま た 、こ の テ ス トは健常者 を対象 と して 作成 さ

れ た テ ス トで ある ため 、脳 血管障害片麻痺者 に用

い る場合、患側下肢の 利用可能度が人 に よ っ て 異

な る こ とを考慮する と、健側脚片脚 の み で 、また

は 患側 を補助 脚 と して 両脚分の 活動 を行 わ なけれ

ばな らな い た め 、健側 で の テ ス ト結果 を両脚 で の

立 ち．Eが りテ ス ト結果 の 表 を用 い て 評価 した 方

が 、実際 の 能力値 に近 い と思われる 。

　　　　　　　　 お わ りに

　筋力評価 と い う項 目に つ い て 、お粗 末なが ら私

の 知 る 限 りの 情報 を記載 させ て い ただい た 。 安全

か つ 適正 な運動処方 を行い 、 ト レ
ー

ニ ン グ を行 う

人 々 の モ チ ベ ーシ ョ ン を高め る ため に も筋力評価

は 必要 で ある と考 える 。 今後 も様 々 な情報 を集め

て 、現場の 指導 に活か して い きた い
。
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